
No.683

LIONS
KURAYOSHI

■国際協会モットー
We Serve“われわれは奉仕する”
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『For the next 10years』
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認証60周年
記念式典

大会長
Ｌ 山 本 庄 英

　８月29日㈰に開催されました倉吉ライオンズ
クラブ認証60周年記念式典が皆さまのご協力の
おかげで無事に終了致しました。
　まずはご来賓の皆さま、スポンサークラブ、
ブラザークラブ、会員の皆さまへお礼を申し上
げます。
　コロナ禍で開催自体が危ぶまれ、何度も協議
しコロナ対策を十分にして開催すると決定した
ときは安堵しました。
　決定後は加藤実行委員長のもと、井手添記念
誌委員長、深田記念式典委員長、齋藤総務委員
長、山本記念事業委員長また各委員の皆様に時
間が迫っている中、奮闘いただき、倉吉ライオ
ンズクラブらしい、記念式典が出来たと思いま
す。関係各位の皆さまへもご負担をお掛けいた
しました。大変ありがとうございました。

認証60周年記念
式典を終えて

実行委員長
Ｌ 加 藤 康 彦

　60周年記念の準備委員長を任された一昨年か
ら足掛け三年、無事記念式典を開催することが
出来ました。本当にコロナには苦しめられまし
た。総務のＬ齋藤、式典のＬ深田、事業のＬ山
本賢一郎、記念誌のＬ井手添の各委員長、ご苦
労様でした。そしてありがとうございました。
特にＬ深田には間際になって委員長を受けて頂
きながらも式典準備を万全に行って頂きまし
た。またＬ井手添には素敵な記念誌と開会前の
50年から60年の10年間を振り返るDVDを編集
制作して頂きました。一年一年繋ぎ繋がれて来

たんだなあと改めて感じ入りました。祝宴が開
けなかったことは本当に残念ですが、これも時
が立てば思い出になるのでしょう。皆さんあり
がとうございました。そして今期山本会長のス
ローガン「次の10年にむけて」です。

認証60周年記念
式典を振り返って

式典委員長
Ｌ 深 田 　 孝

　令和３年８月29日11時よりセントパレス倉吉
にて開催しました。
　「もてなす」ということは、①待遇：「客に
対する扱い」②接待：「客に出すご馳走」③態
度：「人や物に対する振る舞い」④処置：「物事
に対する扱い」などをすることだと知られてい
ます。
　これに「お」を付けて丁寧な真心を加えたの
が「おもてなし」だと思います。
　今回の式典はコロナ禍での開催でした。通常
とは全く違い感染防止を最優先に参加者を限定
し当初予定の半分以下の人数でかつ70名以下で
お酒の提供をする祝宴は中止してお料理折詰お
持ち帰りで行いました。来賓のご欠席もありま
したがビデオメッセージ、お祝いのメッセー
ジ、祝電等頂き式典は滞りなく終えることがで
き、感謝、御礼申し上げます。
　駐車場係はお客様方から「親切丁寧なご案内
を頂いた」とのお言葉を頂き又、受付・接待係
は「丁寧な対応と案内」と評価をお客様より頂
きました。
　お料理折詰も美味しく二段重ねの豪華なもの
で、式典終了後、自宅に帰りいただきました。
お客様も満足頂いたものと思います。
　式典は粛々と堂々と進行し、司会の声は明瞭
で分かりやすく、会場の感染予防対策・行動も
高い評価を「さすが倉吉ライオンズクラブ」と
のお声も聞いております。
　式典開催まではコロナ禍でどのように式典を
するのか、喧々諤々議論し直前まで委員会会議

認証60周年記念式典について認証60周年記念式典について
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を繰り返しました。
式典リハーサルを何回もしましたが都度改善点
があり都度修正し式典開始直前まで見直しを繰
り返しました。リハーサルの回数が式典をス
ムーズに進行出来た大きな要素だと感じまし

た。みんなで事業をする「Ｗｅ～」で倉吉ライ
オンズクラブとしての「おもてなし」は出来た
と思います。
　式典委員会、三役、実行委員長、他関係クラ
ブ員、事務局、お疲れ様でした。

式典当日

前日準備

駐車場係
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　歴代の会長が引き継がれたバッチです。これを付けていると身が引

き締まります。

Ｌ 山 本 庄 英会長コーナー
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LIONS CALENDAR（10月行事予定）

ライオンズカレンダー
10月７日㈭　ガバナー公式訪問懇談会
　　　　　　16：30～　ホテルセントパレス倉吉
10月８日㈮　ライオンズデー
　　　　　　13：30～　法華寺畑遺跡
10月13日㈬　10月定例理事会
　　　　　　11：30～　ホテルセントパレス倉吉
　　　　　　10月第１例会
　　　　　　12：15～　ホテルセントパレス倉吉
15～21日　　国際平和ポスター作品展示
　　　　　　パープルタウン１Ｆ北側第３催事場

事 務 局 だ よ り事 務 局 だ よ り

　　27日㈬　10月第2例会
　　　　　　12：15～　ホテルセントパレス倉吉
　　31日㈰　４クラブ合同アクティビティ献血
　　　　　　９：30～　倉吉未来中心

MEMORIAL DAY

おめでとうございます
９月誕生記念
Ｌ加藤康彦　９月23日� Ｌ山下正喜　９月27日
９月結婚記念
Ｌ東田幸一　９月30日� Ｌ高田充征　９月６日
Ｌ江原　剛　９月26日

認証60周年記念誌
作成を振り返って

Ｌ 井手添　誠

　認証60周年記念誌を作成は、認証50周年記念
誌を参考に構成を考える事からスタートしまし
た。記念事業が、打吹公園の桜記念植樹でした
から、桜をイメージするピンク色を基調としま
した。
　作成中に写真帳に挟まれて、打吹天女伝説を
版画にした美しいチャーターナイト記念誌が出
てきました。当時の会報でもこの天女をロゴと
して使っていました。記念誌では復刻としてこ
の天女ロゴを使用することにしました。
　会員名簿は、倉吉ライオンズクラブの楽しい
雰囲気を出すためメンバーの皆さまに協力して
いただき、微笑んでいる姿
を撮影させていただきまし
た。暑い中、汗をかきなが
らも撮影に協力いただきま
した。
　編集作業は、７月26日の
入稿締切を終え、印刷・製
本を待つだけとなりまし

た。しかし、コロナ第５波の襲撃です。同日に
正副委員長会議が開催され、出欠を取り直すこ
とが決まりました。訂正は予算を取り準備はし
ていましたが、出席者と式次第変更を待ってい
たら、シールを貼る時間がない事態となりまし
た。そこで、当日配布する式次第を追加作成す
ることになりました。このような慌ただしさの
中、山本印刷の竹歳さんには、最後まで対応を
していただきました。感謝いたします。
　８月12日には、山本印刷の工場視察に伺いま
した。山本社長をはじめ、工場長さんに印刷工
程の説明と作業を見学させていただきました。
実際に印刷する様子を見られ、ホッと安堵する
ひとときでした。
　記念誌の作成に当たり、委員会メンバー他、
内容を見て頂くと言う言い訳で、役員の皆さま
にも校正をしていただきました。原稿の取りま
とめ、資料探しと會見事務局にもお世話になり
ました。皆さんのおかげで良い記念誌になりま
した．．．と自画自賛しまして報告とします。

認証60周年記念誌について認証60周年記念誌について
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沖縄
Ｌ 加 藤 康 彦

　行きた
いところ
は幾つか
あります
が、中で
もあった
かくて海
がきれいな沖縄です。特段に美味しい食べ物は
ないのかも知りませんが、青い空ときれいな海
そしてさざ波の音が気持ちを落ち着かせてくれ
ます。のんびり出来るんです。
　写真は５年前に家族で行った時の「古宇利島」
に渡るところです。本当にきれいな海です。去
年と今年計画していた幾つかの旅行はすべて取
止めとなりました。今月還暦の誕生日を迎えま
すし、旅行したいです。北海道をバイクで走る
のも諦めていません。今はお金を貯めることに
します。

ニューヨーク
Ｌ 高 田 充 征

　私の行きたいところ、というかもう一度行き
たいところは「ニューヨーク」です。約６年前
に一度だけ訪れたことがあり、街の活気に驚
き、夜のタイムズスクエアの明るさにびっくり
した記憶があります。とても刺激的な街でし
た。ニューヨークの街を自由に行動してみたい
と思い、ド
キドキしな
がら地下鉄
に乗って、
ワールドト
レードセン
ターの跡地
「グランド

ゼロ」や、世界金融の中心地「ウォール街」な
どを巡りました。その時は限られた日程のなか
で、また、地下鉄での行動もごく狭い範囲だっ
たので、もう一度訪れたいなとずっと思ってい
ます。
　また機会があれば、再び訪れてイエローキャ
ブや地下鉄に乗って、メトロポリタン美術館や
セントラルパーク、エンパイアステートビルな
ど色々なところを巡ってみたいなぁ…と妄想が
どんどん広がります。今は絶対に行けない、で
もまた行きたい！また以前のように、海外旅行
に当然のように行くことができる時期が来れ
ば、と強く強く願うばかりです。

ロシア
Ｌ 多 田 典 子

　数年前、
友だちと二
人で大阪空
港からロシ
アへ旅する
はずでした
が、出かけ
る人が他に
いないため、中止になりました。
　ロマノフ王朝の君主たちはブルボン王朝やハ
プスブルグ家に負けまいとサンクト・ハプスブ
ルグ宮殿を建てました。そこには芸術品を購入
し、飾りました。世界最大といわれるダイヤモ
ンドがあり、ダイヤモンド庫まであります。
又、バレエ学校も創設し、自国の文化育成に力
を入れました。「白鳥の湖」「くるみ割り人形」
など世界的に有名です。モスクワのクレムリン
にある美術品はロマノフ王朝のたまものです。
　宮殿、博物館、絵画、貴族の館等、ロシアの
芸術の粋を味わいたいと思います。白夜、舞台
芸術も鑑賞したく思います。

私の行きたいところ私の行きたいところ私の行きたいところ 会員リレー
　会員の皆さんの今、行きたいところを紹介します。


